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老
後
に
備
え
ま
す

　65
歳
か
ら
一
生
涯
、
老
齢
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。（
終
身
保
障
）

①
老
齢
基
礎
年
金
　平
成
26
年
度
年

金
額
　77
万
２
８
０
０
円
（
満
額
）

▼ 

20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40

年
間
（
４
８
０
月
）
の
全
期
間
保

険
料
を
納
め
た
人
は
、
65
歳
か
ら

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

▼ 

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
保

険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
が
最
低

25
年
（
３
０
０
月
）
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

▼ 

保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
の
年

金
額
は
減
額
と
な
り
ま
す
が
、
保

険
料
の
未
納
期
間
は
年
金
額
の
対

象
期
間
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼ 

会
社
員
や
公
務
員
（
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
）
だ
っ
た
人
に

は
、
老
齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済

年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

不
測
の
事
態
に
備
え
ま
す

　病
気
や
け
が
で
障
が
い
を
負
っ
て

働
け
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
「
障
害

基
礎
年
金
」
が
、
ま
た
、
万
一
本
人

が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
残
さ
れ
た
配

偶
者
や
子
に
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　会
社
員
や
公
務
員
で
あ
る
と
き
の

障
が
い
や
死
亡
の
場
合
に
は
、
厚
生

年
金
や
共
済
年
金
か
ら
も
基
礎
年
金

に
上
乗
せ
さ
れ
て
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

②
障
害
基
礎
年
金

　平
成
26
年
度
年
金
額
（
定
額
）

　１
級
　96
万
６
千
円

　２
級
　77
万
２
８
０
０
円

▼ 

国
民
年
金
加
入
中
の
病
気
や
け
が

で
障
害
等
級
表
（
１
級
・
２
級
）

に
よ
る
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
間

は
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

※ 

子
の
人
数
に
よ
っ
て
加
算
が
あ
り

ま
す
。

③
遺
族
基
礎
年
金

　平
成
26
年
度
年
金
額
（
配
偶
者
）

　99
万
５
２
０
０
円

▼
内
訳
　基
本
額
・
定
額

　77
万
２
８
０
０
円

　子
1
人
の
加
算

　22
万
２
４
０
０
円

▼ 

国
民
年
金
の
加
入
者
が
亡
く
な
っ

た
と
き
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
生
計

維
持
さ
れ
て
い
た
「
子
の
あ
る
妻
・

夫
」ま
た
は「
子
」に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼ 

年
金
機
能
強
化
法
の
施
行
に
よ
り
、

４
月
か
ら
は
「
子
の
あ
る
夫
」
に

も
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。（
平
成
26
年
４
月
以
降
の
死
亡

が
対
象
と
な
り
ま
す
）

▼ 

子
は
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
、

障
が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。

▼ 

夫
ま
た
は
妻
に
支
給
さ
れ
る
場
合

は
、
子
の
人
数
に
よ
っ
て
加
算
が

あ
り
ま
す
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
る
た
め
に
は
、
障
が
い
や
死

亡
と
い
っ
た
事
故
が
発
生
す
る
ま
で

の
公
的
年
金
の
加
入
期
間
の
３
分
の

２
以
上
の
期
間
に
つ
い
て
、
保
険
料

が
納
付
ま
た
は
免
除
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
も
し
く
は
初
診
日
ま
た
は
死
亡

し
た
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い

こ
と
が
必
要
で
す
。

　国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
（
月

１
万
５
２
５
０
円
）
に
加
え
て
付
加

保
険
料
（
月
４
０
０
円
）
を
納
め
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

　付
加
年
金
は
申
し
込
み
を
し
た
月

か
ら
の
加
入
と
な
り
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

付
加
年
金
の
年
金
額
は
、
２
０
０
円

×
付
加
年
金
納
付
月
数
と
な
り
ま
す
。

付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
は
？

　第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
降
の

任
意
加
入
被
保
険
者
を
除
く
）
だ
け

３
つ
の
基
礎
年
金
が

あ
な
た
の
一
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

国
民
年
金
の
「
付
加
年
金
」を

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
期
間
が

変
わ
り
ま
し
た

が
加
入
し
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る
人

や
国
民
年
金
基
金
の
加
入
者
は
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

農
業
者
年
金
加
入
者
は
必
ず
納
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

付
加
保
険
料
も
２
年
間
納
付
で
き
ま
す

　こ
れ
ま
で
付
加
保
険
料
は
、
納
期

限
（
翌
月
末
）
ま
で
に
納
め
な
け
れ

ば
自
動
的
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
年
金
機
構
強
化
法

の
施
行
に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料

と
同
様
に
納
期
限
か
ら
２
年
間
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申

請
が
で
き
る
期
間
は
、
申
請
時
点
の

直
前
の
７
月
（
学
生
納
付
特
例
は
４

月
）
ま
で
で
し
た
が
、
４
月
か
ら
は

過
去
２
年
（
２
年
１
カ
月
前
）
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
（
学

生
納
付
特
例
も
同
様
）。

　免
除
申
請
を
す
る
場
合
は
申
請
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。
免
除
申
請
が

遅
れ
る
と
、
万
一
の
際
に
障
害
年
金

な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
す
み
や
か
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　免
除
は
前
年
の
所
得
額
や
失
業
な

ど
の
状
況
に
基
づ
き
審
査
が
あ
り
ま

す
の
で
、
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　該
当
者
に
は
３
月
末
に
日
本
年
金

機
構
よ
り
通
知
が
発
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
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学
校
跡
地
の

活
用
者
を
募
集
し
ま
す

　民
間
の
資
本
や
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
、
学
校
跡
地
の
有
効
活
用

と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
活

用
者
を
募
集
し
ま
す
。

　た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

募
集
物
件

➊
河
原
小
学
校
跡
地

▼
所
在
地

　菊
池
市
下
河
原
４
６
９
２
番
地

▼
敷
地
面
積
　９
２
１
７
㎡

▼
延
床
面
積
　校
舎
　１
６
６
８
㎡

　
　
　
　
　
　体
育
館
　３
９
２
㎡

➋
迫
水
小
学
校
跡
地

▼
所
在
地

　菊
池
市
重
味
２
８
３
６
番
地

▼
敷
地
面
積
　４
万
３
７
５
６
㎡

※ 

台
帳
面
積
の
た
め
増
減
が
生
じ
ま

す
。

▼
延
床
面
積
　校
舎
　１
７
７
４
㎡

　
　
　
　
　
　体
育
館
　５
３
４
㎡

➌
龍
門
小
学
校
跡
地

▼
所
在
地

　菊
池
市
龍
門
３
５
６
番
地

▼
敷
地
面
積
　１
万
１
８
９
１
㎡

※ 

台
帳
面
積
の
た
め
増
減
が
生
じ
ま

す
。

▼
延
床
面
積
　校
舎
　１
８
１
２
㎡

　
　
　
　
　
　体
育
館
　５
３
４
㎡

※ 

建
物
、
土
地
な
ど
の
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容

　校
舎
な
ど
の
学
校
施
設
を
総
合
的

に
活
用
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
校

舎
の
み
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
み
な
ど
一

部
活
用
に
関
し
て
も
採
用
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
一
体
的

に
利
用
し
た
い
場
合
は
、
そ
の
内
容

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
使
用
方
法

や
維
持
管
理
の
方
法
に
関
し
て
協
議
・

調
整
を
行
い
ま
す
。

募
集
条
件
な
ど

▼ 

個
人
、
企
業
、
団
体
を
問
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

▼ 

最
低
制
限
価
格
は
設
け
ま
せ
ん
。

譲
渡
金
額
は
市
が
行
う
鑑
定
結
果
、

賃
貸
金
額
は
菊
池
市
公
有
財
産
取

扱
規
則
に
準
じ
ま
す
。

▼ 

賃
貸
期
間
は
希
望
す
る
期
間
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

校
舎
の
内
外
装
改
修
、
設
備
の
改

修
な
ど
に
か
か
る
費
用
は
、
全
て

活
用
者
が
負
担
し
ま
す
。

▼ 

敷
地
内
に
あ
る
工
作
物
な
ど
の
取

り
扱
い
に
関
し
、
地
域
の
意
向
な

ど
が
あ
る
も
の
は
調
整
し
ま
す
。

▼ 

使
用
し
な
い
備
品
の
撤
去
と
廃
棄

は
活
用
者
が
負
担
し
ま
す
。

▼ 

賃
貸
の
場
合
は
別
途
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼ 
①
③
の
物
件
は
地
域
住
民
が
体
育

館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
で
き
る

よ
う
な
提
案
と
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
避
難

所
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、

市
と
防
災
に
関
す
る
協
定
を
締
結

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

地
域
住
民
と
の
関
係
や
周
辺
の
住

環
境
に
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
方
法

　応
募
様
式
に
は
、
連
絡
先
、
活
用

の
概
要
、
譲
渡
・
賃
貸
の
別
、
譲
渡

･

賃
貸
の
希
望
金
額
（
年
額
）
を
学

校
跡
地
活
用
事
業
提
案
書
に
記
載
し
、

直
接
提
出
す
る
か
郵
送
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限

　７
月
31
日
㈭
（
消
印
有
効
）

活
用
者
の
決
定

　提
出
さ
れ
た
活
用
提
案
を
総
合
的

に
審
査
し
て
決
定
し
ま
す
。
審
査
の

結
果
、
活
用
者
の
選
定
に
至
ら
な
い

場
合
は
再
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

〒
８
６
１

－
１
３
９
２

（
住
所
記
載
不
要
）

企
画
振
興
課
地
域
振
興
係

　☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
５
０

　Ⓜkikaku@
city.kikuchi.lg.jp

①河原小学校跡地③龍門小学校跡地

②迫水小学校跡地

①旧河原小体育館③旧龍門小体育館

②旧迫水小体育館

募集期限
７月31日㈭
（消印有効）
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